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出張所再配置特集
1 面 ・再配 置の基本的 な考え 方

・再配 置の貝体的 な基凖
・新しい 出張所

2面 ・答申の 觜景
・出張所 の現状
・哽利に なります 新しい出
張所

区民サービスの
向上をめざして

出
張
所
再
配
置
に
関
す
る
答
申
ま
と
ま
る

昭
和
六
十一
年
四
月
実
施
を
目
標

区
の
出
張
所
制
度
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
制
定
さ
れ
て
か

ら
四
十
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

。
こ
の
た
ぴ
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
・
漢
宰
オ
ン
ラ
イ
ン
導
入
に
伴
い
、
出
張
所
の
再
配
置

を
主
と
し
た
出
張
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て

、「
足
立
区
役
所
出

張
所
再
配
置
審
議
会
(
志
村
文
蔵
会
長
)
」
か
ら
答
申
が
出
さ

れ
ま
し
た

。
こ
の
答
申
は
「
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
い
う

観
点
に
立
つ
て
、
出
張
所
を
よ
り
合
理
的
に
配
置
す
る
と
と

も
に
、
将
来
あ
る
ぺ
き
姿
を
さ
ら
に
発
展
的
に
追
求
す
べ
き

で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
答
申
に
沿
つ
て
、

区
議
会
や
区
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
贊
同
を
得
て
実
施
し
て

い
く
予
定
で
、
今
回
そ
の
慨
要
を
紹
介
し
ま
す
。

再
配
置
の

基
本
的
な
考
え
方

□
出
張
所
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

出
張
所
へ
最
も
遠
く
な
る
距
離

の
蔆
度
を
定
め
て
冉
配
諡
を
し
ま

す
。ま

た
、
世
論
調
査
(
下
図
1
j
l
)

に
よ
る
と
、
出
張
所
へ
采

所
す
る
際
に
自
転
車
、
バ
イ
ク
を

利
用
す
る
区
民
が
四
六
・
八
%
と

半
数
近
い
こ
と
も
考
懣
し
ま
す
。

□
出
張
所
の
O
A
化

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
漢
字
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
前
提
と

し
ま
す
。
(下
図
2
)

□
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
漢
字
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

出
張
所
の
取
扱
事
務
を
充
実
し
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
従
采
の
管
轄
区
域
を

全
て
廃
止
し
、
ど
こ
の
出
張
所
で

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

□
出
張
所
の
名
称

現
在
の
出
張
所
に
比
較
し
て
、

内
容
お
よ
び
機
能
が
拡
大
充
実
し

た
近
代
施
設
に
な
る
の
で
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

た
名
称
と
し
ま
す
。
そ
の
際
は
、

広
く
区
民
の
方
の
声
を
反
映
し
た

も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
名
称
は
従
来
の
番
盻
に

代
え
て
、
`
所
在
地
の
地
域
を
表
わ

す
地
名
に
し
ま
す
。

□
住
民
団
体
と
の
関
係

再
配
置
後
の
出
張
所
と
住
民
口

体
等
と
の
関
係
は
、
住
民
の
自
主

的
な
決
定
を
尊
塹
し
ま
す
。

□
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
併
設

既
に
併
設
さ
れ
ご
い
る
出
張
所

を
含
め
て
、
今
後
、
設
蓆
さ
れ
る

ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
う
5

、
地

理
的
に
出
張
所
併
設
が
望
ま
し
い

箇
所
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

併
設
し
ま
す
。

□
再
配
置
の
時
期

出
張
所
の
再
配
置
は
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
・
漢
字
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で

、

中
央
本
町
庁
舎
(
仮
称
)
の
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
整
偉
と
同
時

に
実
施
し
ま
す

。

□
出
張
所
の
経
済
的
、
効
率
的
運

営
乏
し
い
自
主
財
源
で

、
生
恬
環

境
の
整
備
を
実
施
す
る
た
め
に

は
、
「
足
立
区
の
行
政
改
革
」と
も

い
う
ぺ
き
内
部
努
力
が
必
要
で

す
。
区
政
の
状
況
を
考
え
る
と
、

出
張
所
の
運
営
経
費
に
つ
い
て

も
、
極
力
、
抑
制
し
な
け
れ
ぱ
な

り
ま
せ
ん

。

そ
の
た
め
に
は
、
出
張
所
を
再

配
匱
し
て

、
運
営
経
費
の
中
で
も

特
に
大
膏
な

比
率
を
占
め
る
人
件

費
の
削
減
を
は
か
り
ま
す

。

□
世
論
調
査
の
結
果

昭
和
五
十
七
年
六
月
に
実
施
し

た
世
論
調
査
で
は
、「
出
張
所
の
統

廃
合
と
事
務
の
充
実
に
つ
い
て

」

賃
威
が
八
七
こ
二
%
、「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
贊
成
」
啻
笞
わ
せ
る
と

九
二
・
五
%

に
の
ぼ
っ
て
い
ま

す

。
し
た
が
っ
て

、
こ
の
皀
爵
調

査
の
結
果
を
参
考
と
し
ま
す
。
(下

図
1
1
2
)

再
配
置
の

具
体
的
な
基
準

□
出
張
所
へ
の
距
離

区
民
の
平
均
的
歩
行
可
能
範
囲

と
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
に
よ
る
来

所
者
が
多
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ

て
、
出
張
所
か
ら
最
も
遠
い
距
離

で
あ
っ
て
も
約
丁
五
が

を
限

度
に
し
ま
す
。

足
立
区
内
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
か

ら
出
発
し
て
も
、
約
了

五
g

歩
け
ぱ
、
十
八
ヵ
所
の
出
張
所
の

一
ヵ
所
を
必
ず
利
用
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

□
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
併
般

用
地
費
お
よ
び
建
設
経
費
等
を

有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
、
プ
ロ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
併
投
で
き
る
も

の
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
出

張
所
を
配
置
し
ま
す
。

◎
既
に
配
置
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー花

畑
、
竹
の
塚
(
第
十
六
出
)
、

佐
野
、
舎
人
(
第
十
四
出
)

◎
今
後
、
配
置
す
る
予
定
の
ブ
ロ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー

江
北
(
第
十
三
出
)
、
興
野
(
第

八
出
)
、梅
島
(
第
十
出
)
、保
塚
、

鹿
浜
(

鹿
浜
出
)

□
交
通
機
関
の
利
便
性

交
通
磯
関
の
利
便
と
、
区
民
の

駅
へ
の
通
動
、
買
物
等
の
経
路
を

考
慮
し
て
、
駅
に
近
い
出
張
所
で

適
切
な
箇
所
は
、
現
状
ど
お
り
と

し
ま
す
。

◎
駅
に
近
い
出
張
所

第
九
出
張
所
、第
十
五
出
張
所
、

第
十
六
出
張
所
、
第
十
八
出
張

所
、
東
綾
瀬
出
張
所

□
千
住
地
区

本
庁
舎
に
出
張
所
機
能
を
設
置

し
て
、
常
東
出
張
所
、
第
三
出
張

所
、
第
四
出
張
所
、
第
五
出
張
所

の
各
出
張
所
を
集
約
し
ま
す
。

□
中
央
本
町
庁
舎
(
仮
称
)

中
央
本
町
庁
舎
(
仮
称
)
に
は

出
張
所
機
能
を
設
酘
し
ま
す
。

□
分
室
的
機
能
の
設
置

地
理
的
条
件
で
は
出
張
所
設
置

の
必
要
は
あ
る
が
、規
模
の
点
か
ら

第
十
二
出
張
所
、
第
二
十
出
張
所

に
つ
い
て
は
分
室
的
機
能
と
し
て

設
置
し
ま
す

。

□
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

出
張
所
再
配
酘
の
結
果
、
地
域

に
よ
っ
て
は
出
張
所
へ
の
距
離
が

鐶
も
遠
い
所
で
約
丁

五
む

に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
交
通
機
関
の

利
用
に
よ
り
、
こ
の
不
便
を
多
少

で
も
解
消
す
る
と
と
も
に
、出
張
所

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
有
効
な

活
用
を
は
か
る
た
め
に

、
現
在
建

設
中
の
北
千
住
駅
ビ
ル
内
に
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

、
勤

務
等
の
都
合
で
、
現
行
の
出
張
所

の
閉
庁
時
間
で
あ
る
午
後
五
時
十

五
分
(

土
曜
日
を
除
く
)
で
は
利

用
が
困
難
な
区
民
の
た
め
に
取
扱

時
間
を
延
長
し
ま
す
。

新
し
い
出
張
所

□
新
し
い
出
張
所
の
配
置

二
面
の
図
の
と
お
り
で
す
。

□
新
し
い
出
張
所
の
組
織

出
張
所
の
再
配
苣
に
よ
り
、
一

出
張
所
当
た
り
の
職
員
数
は
、
杲

少
で
八
人
、
最
多
で
二
十
人
程
度

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
窓
囗
事
務

の
拡
大
、
複
数
の
町
連
の
所
管
に

よ
り
、
今
ま
で
の
出
張
所
に
比
較

し
て
、
そ
の
事
務
は
醤
鰍
と
も
に

増
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
出
張
所
の
再

配
置
は
行
政
機
構
の
簡
累
化
を
め

ざ
し
た
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
そ

の
効
果
を
一
層
発
攤
す
る
た
め

に
、
従
前
ど
お
り
、
係
長
級
を
所

長
と
す
る
事
務
所
と
し
ま
す
。

□
廃
止
出
張
所
の
跡
利
用

現
在
の
二
十
五
カ
所
の
出
張
所

の
う
ち
、
他
に
転
用
が
で
き
る
も

の
、
ま
た
は
建
物
と
し
て
引
続
き

便
用
が
呵
能
な
も
の
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
対
象
出
張
所

常
東
、
第
三
、
第
四
、
第
五
、

第
六
、(
第
七
)
、
第
八
、
第
十
、

第
十
一
、
第
十
七
、
第
十
九
、

柬
栗
原
、
神
明

使
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
出
張
所
と
地
域
社
会
の
か

か
わ
り
を
考
え
、
地
元
町
連
と
話

し
皀
い
を
行
つ
た
う
え
で

利
用

計
画
を
慎
重
に
決
定
し
ま
す
。

□
実
施
の
時
期

昭
和
六
十
一
年
四
月
を
目
標
と

し
ま
す
。

出 張 所再 配置 審議 会

足
立
区
世
論
調
査

(昭
和
五
十
七
年
六
月
実
施
)

図1- 1　出張所への
交通手段

図1- 2　出張所の「統合・
充実」への賛否

出張所へ行った人は( 1年間)全体の66. 8% で、その回数は平均2. 8回です。

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
漢
字
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

中
央
よ
町
庁
舎
(
仮
称
)
と

出
張
所
を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
と

コ
ン
ヒ
ュ
ー
タ
で
結
び
、
住

民
票
、
戸
藉
騰
本
・
抄
本
、

納
・
課
脱
証
明
の
発
行
、
国

民
健
康
保
険
証
の
交
付
な
ど

が
、
ど
こ
の
出
張
所
で
も
で

き
る
も
の
で
す
。

図2出
張
所
再
配
置
に
つ
い
て
の

ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
は

区
民
部
管
理
課
管
理
係
へ
。

八
八
二
-
一
一
て

内
三
〇
三
～
四
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答

申

の

背

景

□
足
立
区
の
状
況

足
立
区
で
は
、
下
水
道
等
の
都

市
的
施
設
の
整
蜒
が
さ
れ
な
い
ま

ま
に

、宅
地
化
が
急
激
に
進
行
し
、

人
口
が
急
増
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
生
活
環
境
の
略
嫻
を
康
凱
点

に
お
か
ぎ
る
を
え
ま
せ
ん

。

ま
た
、
自
主
的
に
使
用
で
き
る

財
蔗
の
割
合
も
他
区
に
比
較
し

て

。
極
め
て
少
な
い
状
況
で
す
。

乏
し
い
自
主
財
源
で

、
急
が
れ

る
生
活
環
境
を
慶
備
す
る
た
め
に

は
、
足
立
区
の
行
政
改
革
と
も
い

う
ぺ
き
、
一
層
の
内
部
努
力
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
全
体

的
な
事
務
事
笑
の
見
直
し
を
は
か

る
と
と
も
に
、
行
政
経
営
の
適
正

化
を
は
か
ら
ね
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

同
時
に
、
こ
の
財
源
を
区
民
の

要
望
の
最
も
強
い
生
活
基
盤
の
整

備
と
、
区
民
の
健
康
と
福
祉
の
充

実
の
た
め
に
、
重
点
的
に
配
分
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

□
高
度
情
報
化
社
会
の
到
来

惴
報
処
理
と
通
信
技
術
の
飛
躍

的
な
進
展
に
よ
り
、
デ
ー
タ
の
大

眦
か
つ
迅
速
な
処
理
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
足
立
区
で
も
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
処
理
は
、
大
量
計
算
業
務

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
が
一
段
落

し
、
情
報
の
総
合
化
へ
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
本
庁
舎
と
各
出
張
所

と
の
閧
に
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
、
ど
こ
の
出
張
所
で

も
身
近
か
な
用
件
の
ほ
と
ん
ど
が

す
む
よ
う
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
大

輜
な
向
上
夲
ほ
か
る
必
要
が
あ
り

季
y
。

出

張

所

の

現

状

□
出
張
所
の
配
置
基
準

出
張
所
は
、
昭
和
二
十
二
年
に

十
九ヵ
所
で
出
発
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
堤
北
地
区
の
人
囗
増
加

と
住
民
要
望
な
ど
で
徐
々
に
増
加

し
て
、
現
在
は
二
十
五ヵ
所
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
式
を
継
続
す
る
と
、
今

後
も
世
帯
数
の
増
加
に
応
じ
て
出

張
所
を
増
設
せ
ぎ
る
を
え
な
く
な

り
ま
す
。

□
出
張
所
の
運
営
経
費

現
在
の
二
十
五
ヵ
所
の
出
張
所

の
運
営
に
要
す
る
経
費
は
約
十
億

円
に
達
し
て
い
ま
す
。
人
件
費
の

年
ご
と
の
増
加
お
よ
び
そ
の
他
の

経
費
の
増
加
に
よ
り
、
今
後
も
運

営
経
費
は
増
大
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ホ
す
。

□
出
張
所
の
戦
員
配
置
の
基
準

人
口
が
環
七
以
南
か
ら
環
七
以

北
へ
移
勣
す
る
こ
と
に
伴
つ
て
、

出
張
所
の
配
置
職
員
数
も
変
勣
し

て
い
ま
す
。
現
在
、
出
張
所
の
最

少
職
員
数
は
五
人
で
、
区
内
に
二

ヵ
所
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
い
ず
れ
五
人
に
減
少
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
現
在
七
人

以
下
の
出
張
所
は
三
ヵ
所
あ
り
ま

す
。職

員
数
が
五
人
の
出
張
所
で
あ

っ
て
も
、
管
理
渉
外
部
門
(
所
長

等
)
は
中
規
模
以
上
の
出
張
所
と

同
様
に
必
要
で
す
。

職
貝
数
五
人
の
出
張
所
二ヵ
所

が
合
併
す
る
と
、
管
理
渉
外
部
門

は
一
ヵ
所
分
で
よ
い
こ
と
を
考
え

る
と
、
著
し
く
効
率
が
損
わ
れ
て

い
ま
す
。

□
出
張
所
が
取
扱
っ
て
い
る
事
務

出
張
所
で
は
多
種
多
啀
な
事
務

を
扱
つ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
の

ほ
と
ん
ど
は
出
張
所
受
硅
由
す
る

事
務
で
あ
っ
て
、
出
張
所
で
完
結

す
る
事
務
の
割
皀
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。

□
出
張
所
の
庁
舎

現
在
の
二
十
五
ヵ
所
の
出
張
所

に
は
、
木
造
等
で
老
朽
化
し
て
い

る
庁
舎
、
事
務
室
の
狹
い
庁
舎
が

多
く
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
十
五
カ

所
の
出
張
所
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・

漢
宰
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
す
る
場

合
、
十
ヵ

所
の
出
張
所
の
増
改
築

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

U
i
i
'
-敷
地
が
狹
い
た
め
に
建

物
の
利
用
変
更
が
難
し
い
亊
務
所

も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
莫
大
な
経
費

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

便
利
に
な
り
ま
す

新
し
い
出
張
所

現
在
、
区
内
に
は
二
十
五
ヵ
所

の
出
張
所
が
あ
り
ま
す
が
、
今
ま

で
は
。
区
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
で

き
る
出
張
所
は
、
自
分
の
諸
台
帳

が
置
か
れ
て
い
る
出
張
所
一
ヵ
所

の
み
で
し
た
。

今
回
の
O
A
化
(
オ
フ
ィ
ス
ー

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
)
に
よ
り
、

区
民
は
ど
こ
の
出
張
所
で
も
利
用

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ

は
出
張
所
の
管
轄
区
域
が
な
く
な

る
た
め
で
、
区
民
は
一
挙
に
十
八

ヵ
所
の
出
張
所
を
持
つ
こ
と
に
な

っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

□
出
張
所
の
O
A
化
に
よ
り
拡
充

す
る
事
務

次
の
碌
な
サ
ー
ビ
ス
が
、
い
ず

れ
の
出
張
所
で
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◎
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
▽
住
民
異
動
届

▽
注
民
票
写

し

▽
庄
民
票
関
係
証
明
一

▽
納
税
証
明
書
・
課
税
証
明
書

▽
国
民
健
康
保
険
証
な
ど
の
交

付

▽
そ
の
他
の
コ
ン
ビ
ュ
ー

タ
適
用
業
務

◎
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
▽
戸
籍
謄
・
抄
本

▽
除
籍
謄

・
抄
本

▽
戸
籍
附
票

▽
印

鑑
証
明
書
な
ど
の
交
付

▽
そ

の
他
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
適
用
業

務

住民票の写しなどが
どこの出張所でもとれます

あ
る
朝
の
会
話

-
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
-

「
お
父
さ
へ

学
校
へ
提

出
す
る
の
で
太
郎
の
住
民
票

の
写
し
を
、
昼
休
み
に
出
張

所
で
も
ら
っ
て
来
て
く
れ
ま

せ
ん
か
」

「
昨
夜
、
話
し
た
だ
ろ
う
。

今
日
は
西
新
井
の
本
社
へ
は

行
か
な
い
よ
。
北
千
庄
の
現

場
へ
直
行
だ
か
ら
ダ
メ
だ

よ
」「

あ
ら
、
今
は
ど
こ
の
出

張
所
で
も
住
民
票
は
と
れ
る

の
よ
。
北
千
住
な
ら
区
役
所

で
も
駅
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
も
、
両
方
、
利
用
で
き

る
の
よ
」

「
そ
う
か
い
。
便
利
に
な

つ
た
も
の
だ
ね
。
そ
う
す
る

と
、
花
畑
の
現
場
の
時
は

、

あ
の
近
く
の
出
張
所
へ
行
け

ば
い
い
っ
て
わ
け
だ
ね

」

「
そ
れ
に
、
住
民
票
の
写

し
だ
け
で
な
く
、
印
鑑
証
明

や
戸
珸
の
騰
・
抄
本
も
、
ど

こ
の
出
張
所
で
も
取
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
よ

」

※
こ
れ
は
、
笞
申
が
実
施
さ

れ
た
場
合
の
話
で
す
。

再配置後の出張所と

住民団体等との関係
□
地
区
住
民
団
体
連
合
会

地
区
庄
民
団
体
疉

う
会

(
以
下
「
町
連
」
と
し
ま

す
)
は
、
任
意
団
体
で
す

が
、
区
行
政
と
極
め
て
深

い
か
か
わ
り
の
あ
る
団
体

で
す
。

今
回
の
再
配
置
後
も
、

出
張
所
と
現
在
の
二
十
五

ヵ
所
の
各
町
連
と
の
関
係

は
、
各
町
連
の
自
主
性
を

尊
重
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
二
十
五

の
町
連
が
現
在
の
状
態
で

残
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
出
張
所
に

よ
っ
て
は
、
二
町
連
以
上

を
主
管
す
る
場
合
も
当
然

に
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ

の
場
合
、
二
町
連
を
主
管

す
る
出
張
所
は
そ
れ
ぞ
れ

の
町
連
に
対
し
て
、
現
在

と
同
じ
状
態
で
対
に
し
ま

す
。

□
青
少
年
対
策
地
区
委
員

会
、
地
区
婦
人
連
合
会

胃
少
年
対
策
地
区
委
員

会
、地
区
婦
人
甕
E
会
も
、

町
運
と
同
様
に
。自
主
性

を
尊
重
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
二
十
五

の
青
少
年
対
策
地
区
委
呉

会
、
地
区
婦
人
婆
口会
が

現
在
の
状
態
で
残
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
粱
、
出
張
所
に

よ
っ
て
は
、
二
以
上
の
胃

少
年
対
策
地
区
委
昌
会
、

地
区
婦
人
婆
m
会
を
主
管

す
る
場
台
が
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
町
連
と
同
じ
で

す
。

新しい出張所配置図 ( 名称は仮称です)◎ 舎 人 行政 事務 所
舎人1―3( ブロックセンター内)

◎ 伊 興 行政 事務 所
伊興町地域

◎ 鹿浜 行政 事務 所
鹿浜地域(ブロックセンター内)

◎ 西新 井 行政 事務 所
西新#1- 4- 17( n 年館内)

◎ 花 畑行 政 事務 所
花畑4- 16- 13( ブロックセンター内)

◎ 竹 の 塚行 政 事務 所
竹の塚2- 25- 17( フb ツクセンター内)

◎ 佐 野行 政 事務 所
佐野2- 43- 5( フb ツクセンター内)

◎ 保 塚 行政 事務 所
保塚町18- λ (ブロックセンター内)

◎ 江 北行 政 事務 所
江北地 域(ブロックセンター内)

◎ 新 田分 室
新Ⅲ3- 14- 1

◎ 宮 城分 室
宮城1- 15- 14

◎ 興 野行 政 事務 所
興 野地 域(フb ツクセンター内)

◎ 関 原行 政 事務 所
関原2- 35- 24

◎ 北千住駅サービスセンター
北千住ターミナルビル内

◎ 千住行政事務所
千住1- 4- 18(本庁舎内)

◎ 中央本町行政事務所
中央本町1- 17中央本町庁舎( 仮称)内

◎ 中川行政事務所
中川4- 43- 4

◎ 東綾瀬行政事務所
東綾瀬1- 5- 171福祉センター内)


